
令和 4 年 10 月 1 日

発行所：公益社団法人 神奈川労務安全衛生協会 平塚支部
発行責任者：森泉 武人

　日頃より会員事業場の皆さまには、労働災害の防止及

び労働者の健康確保に格別の御理解、御協力を賜り、誠

にありがとうございます。

　さて、全国労働衛生週間は昭和25年に第１回を実施し

て以来、今年で73回目を迎えます。この活動は、労働衛

生に関する意識を高め、自主的な労働衛生管理活動を通

じて健康確保に大きな役割を果たしてきたところです。

　今年度もコロナ禍での開催になりますが、「あなたの健
康があってこそ　笑顔があふれる健康職場」をスローガ

ンに、９月を準備期間、10月１日から７日までを本週間

として全国労働衛生週間が実施されます。

　労働衛生の状況をみますと、過労死等による労災認定

件数は令和３年度に全国で801件となっており、仕事や職

業生活に強い不安、悩み又はストレスを抱えている労働

者は依然として半数を超えています。いまだ、新型コロ

ナウイルス感染症の終息は見えず、新型コロナウイルス

のり患による休業災害は令和３年に19,000人以上発生して

います。

　人生100年時代に向けて高年齢労働者が安心して安全に

働くことができる職場環境づくりを進めるため、増加傾

向にある転倒・腰痛災害の予防のためには若年期からの

健康づくり等の取組みも重要となっています。さらには

職場において病気を抱えた労働者の治療と仕事の両立へ

の対応も必要となっています。

　また、化学物質による休業災害のうち、約８割は規制

の対象となっていない物質が起因しています。
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　こうした背景を踏まえて、過労死等を防止するために

は、「働き方改革」の推進と相まって、長時間労働による

健康障害の防止対策やメンタルヘルス対策の推進が必要

であり、新型コロナウイルス感染症予防対策では、事業

場で留意すべき「取組の５つのポイント」をはじめ、各

事業場の実態に即した感染予防対策の徹底が求められて

います。

　高年齢労働者対策では、「高年齢労働者の安全と健康確

保のためのガイドライン（エイジフレンドリーガイドライ

ン）」による対策を推進するとともに、若年期からの健康

づくりも重要であり、病気を抱えた労働者の支援では、「事

業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライ

ン」の周知啓発に努め、企業の意識改革や地域における

支援体制の強化を進めていくこととしています。

　さらに、化学物質による健康障害を防止するため、本

年２月に労働安全衛生法施行令が、同年５月には労働安

全衛生規則が改正され、自主的なリスクアセスメントの

実施及びその結果に基づいたリスクの低減対策を進める

必要があります。

　皆様方におかれましても、新型コロナウイルス感染拡

大防止対策の実施とともに、こうした労働者の健康を取

り巻く状況の変化に適応した措置を着実に講じていただ

きたく、この労働衛生週間を契機として、労働衛生管理

の重要性について、さらに認識を深めていただき、引き

続き自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を図られま

すようお願い申し上げます。

令和４年度　全国労働衛生週間を迎えて
平塚労働基準監督署長　柴田　英彦
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　最近、新たに「秋バテ」という言葉が生まれているそう
ですが、皆さんご存知だったでしょうか。
　かつては夏の暑さが落ち着き、朝夕だけでも涼しくなる
と食欲も回復して、いわゆる夏バテ状態の方も秋になれば
体調を回復されたかと思います。
　しかし、昨今は気象状況も変動しやすく、暑い日もあり、
日によっては急な気温低下で身体が冷え関節痛が悪化する
こともあるようです。さらに台風もあり、気温や湿度、気
圧の変動により体調をコントロールしきれず、秋バテにな
る方もいらっしゃるようで、季節の変わり目は何となく不
調だということでご相談に来られる方が多い状況です。　
　また、今はコロナへのいろいろな不安、台風・豪雨等で

精神的な負担も大きく、それが体調の変化にも繋がってく
るとも言えます。
　気圧の変動は耳の深部で察知していると言われ、耳やそ
の周囲の血行が悪いと頭痛や体調不良を感じられる方も多
いと言われているので、耳を各方向に引っ張たり、マッサー
ジをすると気圧変動を過剰に感じにくくなり予防に繋がる
のでお勧めです。
　秋の夜長と言いますが、可能なら夜は早めにゆったり寛
いで、栄養バランスの良い夕食を味わい、お風呂でゆっく
り温まり、充分な水分補給をされて、快適な寝室で１日を
しめくくって頂ければと思います。
　今年は秋バテ知らずで秋を楽しみたいですね。

「季節の変わり目の健康管理」

令和４年度　安全衛生推進優良者団体長表彰名簿
公益社団法人　神奈川労務安全衛生協会　平塚支部　支部長表彰　(敬称略）

田中貴金属工業株式会社　平塚工場　健康管理室　中野 みどり
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　「あなたの健康があってこそ 笑顔があふれる健康職場」
のスローガンのもとに、去る９月９日（金）平塚市中央公民
館大ホールにおいて、「第73回全国労働衛生週間 平塚地区
促進大会」が開催されました。
　大会は、平塚労働基準監督署の柴田署長よりご挨拶を頂
き、平塚市落合市長の祝辞代読へと続き、平塚保健事務所 
一倉企画調整課長より来賓挨拶、平塚労働基準監督署 
林安全衛生課長より「全国労働衛生週間」の趣旨説明を頂
きました。
　その後、第二部として労働災害防止3団体共催の「第66
回平塚地区安全衛生大会」が開催され、事業場ならびに地
区の安全衛生活動の推進に尽力された方々に対して、各団
体長より「安全衛生推進優良者」の表彰が行われました。
今年は神奈川労務安全衛生協会平塚支部として、11名の方
が受賞されました。おめでとうございます。
　引き続き、建設業労働災害防止協会神奈川支部平塚分会
佐藤分会長より「大会宣言」が行われ、参加者全員で確認
致しました。休憩をはさみ、特別講演として中央労働災害

防止協会　健康快適促進部　研修支援課　川又様より『今
日からできる転倒・腰痛対策～誰もが持続的に活躍できる
ように～』と題して、ご講演いただきました。
　最後に、陸上貨物運送事業労働災害防止協会神奈川県支
部平塚分会　山田分会長の閉会挨拶により、本大会を終了
致しました。

エア･ウォーター･パフォーマンスケミカル㈱　森泉　記

全国労働衛生週間　平塚地区促進大会

№ 事　　業　　場　　名 被表彰者名
1 日産車体 株式会社 小　柴　正　之
2 日産車体 株式会社 吉　田　和　弘
3 日産車体 株式会社 進　藤　恭　成
4 横浜ゴム 株式会社　平塚製造所 飯　田　真　司
5 横浜ゴム 株式会社　平塚製造所     津　村　圭　司
6 株式会社 ＫＥＬＫ   髙　橋　茂　樹
7 関西ペイント 株式会社　平塚事業所 長　島　伸　浩
8 高周波熱錬 株式会社 熊　沢　智　之
9 日揮ユニバーサル株式会社 平塚事業所 中　井　岳　人

10 株式会社 ＫＭＣＴ 秦野工場 三重野　　　淳
11 秦野パイプセンター 株式会社 田　中　勝　己
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神奈川県最低賃金　改正のお知らせ
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☞新職場の化学物質管理が変わります！
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■労働災害発生状況 （労働者死傷病報告件数）� （令和4年7月末日時点）

製造業
食料品
製造業

（製造業の内数）
建設業 道路貨物運送・

陸上貨物取扱 小売業 社会福祉
施設 飲食店 その他 計

平 塚
労働基準
監 督 署

令和４年1月～７月 56 16 18 29 36 102 14 86 341 
うち死亡災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

令和３年1月～７月 46 7 31 39 39 28 13 80 276 
うち死亡災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

令和２年１月～７月 44 17 20 30 31 25 13 45 208 
うち死亡災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

神 奈 川
労 働 局

令和４年1月～７月 530 150 394 607 527 1,576 190 2,095 5,919 
うち死亡災害 0 0 3 2 1 1 0 7 14 

令和３年1月～７月 483 159 355 579 512 568 183 1,331 4,011 
うち死亡災害 3 0 9 1 1 1 0 1 16 

令和２年１月～７月 473 180 371 485 430 335 147 998 3,239 
うち死亡災害 1 0 4 1 1 0 0 3 10 

化学物質による
労働災害防止のための
新たな規制について

情報ページ二次元バーコード

○　令和４年10月1日から、神奈川県最低賃金は

時間額1,071円（31円引き上げ）　となります。

　

○　雇用形態などに関係なく、県内の事業場で働くすべての労働者に適用されます。

○　中小事業者にあっては、賃金の引き上げに「業務改善助成金」などをご活用ください。
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『つながり～絆』
関西ペイント株式会社 大西　賢午

　コロナウイルス感染症の影響は続いており、会社での歓
迎会や送別会はここ数年開催されていません。私もこの間
2回異動になりましたが、どちらもなしでした。会社とし
てクラスターを発生させないことが最優先とされ、一仕事
終わった後の一杯も自粛ムードのなか行きづらく、人と人
との関わりも希薄化しているように思います。
　そのような中で独身寮の寮生のＡさんが会社を去ること
となりました。会社に入って４か月でＡさんに友達はでき
たのだろうか？寮生に色々きいてみました。「風呂場で合
えば話はするけれども・・・」「食堂は黙食が推奨されて
いるので話していない」などの話が出てきます。私もかつ
て寮生でしたので、曳きたてコーヒーを飲みながら友人と
語ったことなどを思い出しました。今では感染して人に迷
惑を掛けないために友人の部屋で語り合うこともなくなっ
てしまっているのだということを知りました。寮という集
団生活でありながら、孤立し、一人思い悩み辞めていった
のだと思うとやるせない気持ちとなります。
　Withコロナへと移っていく中で、こうした人と人との
繋がりは大切にしていかなければならない最優先課題なん

だろうなと思いました。コロナ前までは寮生どうしで卓球
をやったり、麻雀をやったりと交流が盛んに行われていま
した。大勢で集団感染してしまうと問題が大きくなります
が、１対１の活動などは推奨した方が良いかなと思い始め
ている今日この頃です。
　閑話休題。ここからは私事になりますが、世間的には行
動制限のない夏ということで久しぶりの夏の帰省を楽しみ
にしていました。親父が中古の船を譲り受けたのを機に帰
省時にはキス釣りに行くようになりました。子供の頃は陸
から投げ釣りをしていたのですが、船の方がポイントも移
動できるし釣果があがります。また、瀬戸内の燧灘の海は
琵琶湖よりも波がないくらいなので船酔いしやすい私でも
平気です。
　ところが第７波がきて帰省の話はなくなり、親父とのキ
ス釣りもお預けとなりました。残念がっていたところ、実
家から宅配便が届きます。中身は親父が釣った、衣まで付
いたキスフライ！揚げたてを美味しくいただきました。帰
省は出来ませんでしたが、家族とのつながりを感じること
ができた瞬間でした。

　新型コロナウｲルスが終息に向かっていることを書こう
と思っていましたが、まさかの第７波感染拡大に、「いつ
まで？」「またか」という言葉しか出てきません。
　購買部である私は、その言葉が仕入先購入品の値上げ要
請にも出てきます。調達コストの高騰、需給バランスの変
化を引き起こしているともいわれているロシアのウクライ
ナ侵攻もいつまでなのでしょう？
　話は変わりますがウクライナのゼレンスキー大統領は

「人の心を動かすプレゼンテーションの名手だ」と世界で
話題になっています。もちろん語り口や内容が卓越してい
るからなのでしょう。でもある仮説によると「目線が私た
ちと合うから」だそうです。たしかに過去の演説を見ると、
ほとんどカメラ目線が動いていません。心理学からも人間
は目が合う人間を信頼します。
　弊社はコロナ禍で関係者とのFACE TO FACEでの対話
が減っています。災害事例は資料をメールで飛ばして、水
平展開をお願いしますではなく、ゼレンスキー大統領のよ
うにカメラ目線で画面に向かって真剣に話すことも必要で
すね。

日産車体エンジニアリング㈱　椿本　記
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受講者の方々も真剣に受講されており、活気のある訓練会
でありました。

㈱山川機械製作所　麻生　記

『危険体感訓練』講習会
　令和４年６月23日（木曜日）に日産車体㈱研修センターに
於いて、参加者24名（定員人数）にて開催されました。新型
コロナウイルス感染症の影響があり、労安協平塚支部開催
の講習会も開催中止がありましたが、今回は無事に予定通
りに開催されました。
　日産車体㈱安全環境部の方々により、危険体感訓練及び
ＶＲ体験、スリーエムジャパン㈱山下様によりフルハーネ
ス型安全帯の座学と実体験が指導されました。
危険体感訓練は、実際の機械操作等による各自による実際
の感覚の体験がされていました。
　フルハーネス型安全帯の訓練は、実際にフルハーネス型
安全帯を装着して仮想落下を経験していました。
　フルハーネス型安全帯の訓練では、法規制の変更に伴い
フルハーネス型安全帯の着用が義務化されたこともあり、


